
⑶ 上野国分寺の記録 

① 長元３年の国司交替の際に作られた「上野国交替実録帳」の金光明寺（国分僧寺）項は、国分

寺の実状が記された全国で唯一の文書として知られています。 

② 破損と無実（既に滅失）に分けて、対

象となる仏像・仏具・資財、堂塔などの

状況を箇条書きにしています。はじめに

金堂に安置される本尊の釈迦三尊像など

法量と破損状態を記載しています。いず

れも破損がありますが、国司は彩色など

修理を施した実績を主張しています。 

③ 長保３年（1001）５月 19 日の太政官符

に基づいて、前前国司の平朝臣重義が丈

六十一面観音像１体を造り金堂に安置し

たことが書かれていますが、これも御手

などが破損していました。 

④ 金堂はかなり健全な状態を保っていた 

ことがわかりますが、伽藍地を囲む長大 

な築垣や大門は再建されず全壊のままになっていました。 

⑤ 奈良時代の天平 13 年（741）２月の聖武天皇の勅により創建造営が始まった上野国分寺は、天

平勝宝元年（749）頃に全国に先駆けて七重塔・金堂などが完成しました。それから 280 年近く

を経て築垣や大門は全壊していましたが、塔・金堂・講堂は姿を保っていたのが分かります。 

⑥ このことは、史跡上野国分寺跡の発掘調査による遺構の状況や多くの型式の軒瓦・文字瓦など

の出土品からの見解と一致しています。古代の記録と発掘調査とから、衰退期の国分寺の姿と

280 年もの間管理・維持されてきた事情を探ることができる全国で唯一の例です。 
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 【史料４】「上野国交替実録帳」金光明寺項

【図表 17】参考 金堂の釈迦三尊像（姫路市 書写山円

教寺大講堂の釈迦三尊像・10 世紀） 



７ 上野国分尼寺の姿 

 

⑴ 上野国分尼寺の発掘調査 

2016 年（平成 28）から高崎市教育委員会が実施している発掘調査で、次のような伽藍地の様

子が明らかになってきました。 

① 伽藍地 東辺と北辺で築地塀とその両側にある

溝が確認されました。北辺では多数の瓦が出土し

ており、瓦葺築地塀であったとみられます。伽藍地

の規模は 162m（１町半）四方と推定されます。 

② 尼坊跡 地業（土を平坦に均して固める基礎工事）   

は東西 51ｍ×南北 13.5ｍで、その上に東西 15 間 

（桁行 45ｍ）×南北４間(梁間 10.8ｍ）の礎石建 

物がのります。南北両面に廂をもつ切妻建物で、こ 

れまでに全国で見つかっている尼坊跡で最大級で 

あるのがわかりました。 

③ 講堂跡 尼坊跡の南側で径１ｍ前後の礎石が２ 

個見つかり、尼坊に使われているものより大きい 

ことから講堂のものと推定されます。その近くか 

らは、凝灰岩切石や瓦塔の破片が出土しました。 

④ 金堂跡 東半部の調査で見つかった礎石抜き 

取り痕などから、地業は東西 28.2ｍ×南北 18ｍ 

で、その上に東西７間（23.4ｍ）×南北４間 

（13.2ｍ）の礎石建物がのると推定されます。 

低い基壇をもち、外側には凝灰岩切石や平瓦 

を並べた外装が施されていたようです。 

⑤ 回廊跡 北面は金堂南面に取り付くことが確 

認され、南面は中門に取り付くと推定されます。 

東面では礎石５個がほぼ原位置で殘存しており、 

単廊で梁行 4.2ｍ、柱間は東・西面 3.0ｍ・北面 

3.6ｍの等間となります。全体の規模は東西 52.8 

ｍ×南北 41.4ｍとなります。 

⑥ 出土瓦 各地でこれまでに調査されている国分 

尼寺では瓦葺建物は一般的でない中で、金堂の主 

要堂宇は総瓦葺きであったとみられます。 

⑦ 創建時期 創建造営用の瓦は笠懸瓦窯群で生産 

された国分僧寺と同じものが使われており、僧寺 

と余り時間を隔てずに工事が始まったことを示して 

います。吉井・藤岡瓦窯群、秋間瓦窯群（安中市、旧   

碓氷郡）などで生産された瓦が使われているのも、僧 

寺の場合と同様です。 

⑧ 廃絶時期 上野国分僧寺跡出土の最終段階とされる型式の軒瓦の出土は確認できず、尼寺へ

の瓦の供給は９世紀末から 10 世紀前半に終了したと推定されます。「上野国交替実録帳」から

判明した上野国分僧寺の状況と較べると、100 年近く前から伽藍の衰退が進んでいたようで、11

世紀代には堂宇の建築部材が焼却されていました。 

【図表 18】上野国分尼寺

伽藍地推定図 

【図表 18】上野国分尼寺跡遺構全体図 

【図表 19】上野国分尼寺跡東面回廊の

調査状況（礎石が並んでいる）。 



 ⑵ 上野国分二寺の調査 

 これまでの上野国分寺跡と上野国分尼寺跡の調査成果を照合して、地域社会とのかかわりを含

めた注目点をあげてみます。 

① 伽藍地 上野国府（推定地）の北西側に、

西に僧寺・東に尼寺が 366ｍ余（ほぼ３町）

の間隔に並び、ほぼ正面位置と方位を揃えて

建立されました。僧寺は南北231ｍ×東西219

ｍ（ほぼ２町四方）、尼寺は東西南北 162m（ほ

ぼ１町半四方）と差がありました。 

② 堂 宇 金堂の規模は尼寺（80×44 尺）が

僧寺（２期調査で地業のみが確認された、76

×42 尺）より僅かに大きくなっています。講

堂は僧寺（以前には金堂跡とされていた）よ

りも小規模と推定されます。僧寺には金堂と

塔が東西に並んで在りましたが、尼寺跡には

塔跡に相当する遺構や痕跡はみつかってい

ません。回廊跡は僧寺では地業が僅かに残る

だけですが、尼寺跡では地業と原位置を保つ

礎石が並んで残り、僧寺の姿を復元するうえ

で重要な根拠となります。 

③ 記 録 「上野国交替実録帳」には「国分二 

寺」の記載があった筈ですが、金光明寺（僧寺）項

には多くの記録が残っているのに対し、法華寺（尼

寺）項には群馬郡小野・井出・八木・上郊郷に寺田

40.3 町分が置かれていた記載があるだけです。僧

寺は発掘調査の成果を史料と細かく照合できる全

国唯一の遺跡ですが、遺構の残存状態が悪い部分

が多くあります。遺構の残存状態が良好な尼寺跡

の発掘調査の成果と比較で、回廊のように不明な

点を補うことや、疑問点として残る事象を解明す

る手がかりとなることが少なくありません。これ

を上野国分二寺が持つ貴重な意義とみることがで

きます。 

④ 出土瓦 生産地は創建造営から修繕用を通して、僧寺と同様な状況がみ 

られます。その中で創建造営用の瓦の押印「渕」（佐位郡渕名郷からの供 

給を示す）は僧寺跡からの出土がみられないことに注目されます。国分二 

寺用の瓦の生産・供給や知識編成で、地域による分担の違いがあった可能 

性を示しています。 

⑤ 地域社会 国分二寺の創建造営は全国土を網羅するようにして始められましたが、発掘調査

で明らかになった上野国での状況は、瓦の生産・供給では僧寺と尼寺ともに中東部の勢多・佐位・

山田・新田郡、南西部の碓氷・多胡・緑野郡とのかかわりが深かったことがわかります。運営段

階では、南西部の碓氷・多胡・緑野郡がかかわっていたことも共通しています。山上碑の「放光

寺僧」・金井沢碑の「群馬郡下賛郷」「知識」、古代の放光寺跡である山王廃寺跡の発掘調査の成

果を合わせると、地元の群馬郡の人びとも知識として尽力していたとみることができます。 

【図表 20】上野国分二寺周辺の遺跡（概略図） 

【図表 21】上野国分尼寺推定復元図 

【図表 22】上野国分尼寺跡出土瓦の押印「渕」（鏡文字、拓本）  



おわりに 

 

⑴ 天平 13 年（741）２月の聖武天皇の勅に始まる国分二寺の創建造営では、天平 19 年（747）11

月の詔にみられるように七重塔を備え「国華」と称された国分僧寺に力が注がれました。その後

の記録をみても、天平勝宝元年（749）７月に整備された寺院制度からも明らかなように、政治

的には「国分寺」とも呼ばれた僧寺の運営が優先されました。尼寺の創建や運営に言及する史料

が少ないのはその表れといえます。 

⑵ 国分二寺は国家鎮護の経典である金光明最勝王経、懺悔滅罪や除災招福の経典である法華経

を併せ備えることに意義をもって創建されました。しかし、天平神護２年（766）８月の太政官

符に明らかなように、巨大な堂宇の建設と広大な伽藍地の維持管理には膨大な費用と労力が必

要でした。 

⑶ 律令政治の混乱や財政の衰退が進むと二つの寺を共に維持することは難しく、国家鎮護の僧

寺の方に力が注がれるようになりました。「上野国交替実録帳」金光明寺項の記事から、そうし

た状況を読み取ることができます。 

⑷ そうした中にあって、上野国では天平勝宝元年（749）の知識への叙位にみられる創建造営で

地域を挙げての政策への協力、上野国分二寺跡出土の瓦・押印瓦でわかる創建造営から運営にか

けての広範な知識の編成、「上野国交替実録帳」金光明寺項に載る国司の職務への取り組み、そ

うした点で全国の模範となる存在であったといってよいでしょう。 

⑸ これは国分二寺の創建造営に先だって、山王廃寺（放光寺）・上植木廃寺・寺井廃寺など地域

の氏族が建立した寺院の存在と、そこでの経験の蓄積が大きく寄与したとみることができます。

それらの中心となった上毛野朝臣氏・檜前部君氏など、地域の伝統的氏族が中央政権と強い繋が

りをもっていたことも影響したでしょう。 

⑹ 「３地域社会を知るための資料 ⑵上野国地域に係わる資料」で挙げた、〔Ｂ「上野国交替実録

帳」・上野三碑〕の存在によって、〔Ａ上野二国分寺〕と地域社会とのかかわりを歴史的な広がり

をもってみることができる点で、全国にも稀な例として注目される存在となっています。 

⑺ 国分尼寺が果たした歴史的役割は、史料研究でも遺跡調査においても具体的な様相を知るこ

とが難しいのですが、この度の上野国分尼寺跡の発掘調査の成果はその進展に道筋をつけるも

のということができます。古代の地域社会の姿をより明らかにするためにも、上野国分二寺の調

査研究が進められることを期待しています。 


